
 

 

子どもの安全を守る！ 今年度の登校見守り活動始まる 

登校時の子どもの安全を守ろうと今年度も見守り活動がスタートしました。16人の見守りボランテ

ィアが基本的に毎週月曜日に 2人一組で輪番で活動しています。 

また、交通指導員の多米啓司さんが、毎月、1・10・20 の日に学校前で見守りを行っています。 

地域の皆さんも、登下校時の子どもの安全に留意していただき、安全上気にかかることがあれば、

小学校（☎32－2307）に連絡いただけるとありがたいです。 

    
   川淵橋で見守る今戸会長ら下矢部の皆さん       指導員の制服で子どもたちを見守る多米さん 

今年の梅はでっかいぞ！西馬城小で梅ちぎり体験学習  

6 月 7 日、西馬城小学校の梅林で子どもたちが梅の収穫体験を行いました。今年は例年より実が大

きめで中には桃かと思われる大きさの梅もあり、子どもたちはびっくりしていました。 

幡手元春さんと２人の地域おこし協力隊員が支援に参加しました。 

    
  自分の梅林の手入れのようすを示す幡手元春さん     脚立に登り竿で実を落とす高学年の児童 
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西馬城の古墳「百
ひゃっ

穴
け つ

」（下矢部） 
県道の牛旁三叉路を小向野方面に向かうと右手の山の茂みの中にたくさんの防空壕のような横穴

を見ることができます。上古（1000～2000年前）の墓穴と考えられます。道路脇には道の拡張工事で

削られた穴もいくつか見られます。横穴は山全体で百ちかくあるそうです。上部には一族の長のもの

と推察される 2つの立派な穴が並んでいるといいます。（『宇佐史談』23号より） 

雑木を取り払えば見ごたえのある横穴群だと思います。もし見学するなら冬の時期がよさそうです。  

     

    岡本自工物流事業部手前の右の薮の中         間口およそ１ｍ角の穴がずらり 

中津市教育委員会が伊知の墓を視察 6/15 

中津市は、令和元年より中津藩国学者渡辺家の資料を調査しており、その中に「偲孝婦市（伊知）和

歌集」が存在するということで、その研究のため学芸員が訪れました。事務局が対応しました。 

 

 ７月の行事 ※1２日～２１日は交通安全「おおいた夏の事故ゼロ運動」です。ご安全に！ 

※7月のカレンダーは、今年だけ特別に祝日の変更があります。 

 

 

【祝受賞】下矢部の瀬戸照章さんが、永年の交通安全活動に対し、交通安全功労者として、 

大分県警察本部長・大分県交通安全協会長連名表彰を受けられました。 
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